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◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

沖
﨑

吉
信

、
児

嶋
道

夫
、

大
江

加
予

子
、

大
江

 

徳
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、
畑

林
清
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、

前
田
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橋
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石
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上
村

洋
司

、
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、

樋
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義
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、
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階
美

音
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、
高

階

鈴
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、
奧

村
順

夫
、

竹
中

卓
治

、
三

井
幹

雄
、

椎
木

 
堯

、

椎
木

照
子

、
濱

野
兼

吉
、
梶

野
照

雄
(
2
7
～

2
8
)
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名
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山
行

前
に

い
つ

も
今

回
は

登
れ

る
の

で
あ

ろ
う

か
と

、
不

安
に

駆
ら

れ
る

。

鳥
海

山
は

０
７

年
８

月
１

２
日

に
鉾

立
か

ら
頂

上
を

越
え

、
祓

川
に

お
り

た
。

そ
の

時
の

印
象

は
暑

く
て

喉
が

渇
き

水
を

が
ぶ

飲
み

し
た

こ
と

、
山

頂
の

ゴ

ツ
ゴ

ツ
大

き
な

石
の

塊
が

重
な

り
合

っ
て

い
た

と
い

う
記

憶
し

か
残

っ
て

い

な
い

。
 

さ
て

、
今

回
も

水
は

途
中

で
も

調
達

で
き

る
が

た
っ

ぷ
り

と
持

っ
た

。
 

鉾
立

・
象

潟
口

登
山

口
こ

こ
は

標
高

１
１

５
０

ｍ
。

東
北

の
山

は
森

林
限

界
が

低
い

う
え

、
冬

の
厳

し
い

環
境

の
た

め
か

、
樹

木
は

背
の

低
い

ま
ま

風

雪
に

堪
え

逞
し

く
横

に
成

長
し

て
い

る
。

当
日

の
天

候
は

９
時

頃
ま

で
は

曇

天
。

 

６
時

２
５

分
に

出
発

。
石

畳
の

登
山

道
を

登
り

は
じ

め
る

。
霧

が
か

か
っ

て
い

る
が

、
視

界
は

ま
だ

き
い

て
登

る
に

は
影

響
は

な
い

。
畑

林
さ

ん
を

先

頭
に

隊
列

を
つ

く
り

登
り

は
じ

め
る

。
登

山
路

は
流

石
み

ち
の

く
を

代
表

す

る
百

名
山

「
鳥

海
山

」
良

く
整

備
さ

れ
て

い
る

。
 

休
憩

も
適

当
に

入
れ

な
が

ら
六

合
目

「
賽

の
河

原
」

に
は

７
時

４
０

分
に

到
着

。
鳥

海
山

は
深

田
久

弥
の

「
百

名
山

」
で

も
あ

る
が

、
ま

た
田

中
澄

江

の
「

花
の

百
名

山
」

で
も

あ
る

。
代

表
す

る
花

は
「

チ
ョ

ウ
カ

イ
フ

ス
マ

」

こ
の

花
は

山
頂

付
近

の
ガ

レ
場

に
咲

く
そ

う
で

あ
る

。「
賽

の
河

原
」
か

ら
「
御

濱
」

ま
で

の
登

山
路

に
は

チ
ョ

ウ
カ

イ
ア
ザ
ミ

、
タ

イ
ギ
ボ

ウ
シ

、
ハ
ク
サ

ン
フ

ウ
ロ

、
ミ
ヤ

マ
シ
シ

ウ
ド

、
ミ
ヤ

マ
ウ

ス
ユ
キ
ソ

ウ
、
ハ
ク
サ
ン

イ
チ

ゲ
、
チ
ン
グ
ル

マ
、
コ
シ
ジ
オ

ウ
レ
ン

、
オ
ン
タ
デ
等

の
花
々

が
見

ら
れ

た
。

 

御
濱

に
到

着
す

る
こ

ろ
に

は
、

霧
が
ひ
ど

く
め

が
ね

に
水
滴

と
な

っ
て
張

り
付

き
視

界
が

き
か

な
い

。
手
ぬ

ぐ
い

で
レ
ン
ズ

を
ぬ

ぐ
う

が
す

ぐ
ま

た
曇

る
。
御

濱
小
屋

で
休

憩
を

し
な

が
ら

出
発

の
頃

合
い

を
窺

う
が

、
な

か
な

か

タ
イ
ミ
ン
グ

が
と

れ
な

い
。

 

出
発

を
２
度
試

み
る

が
、

風
は
容
赦

な
く

前
を
遮

り
歩

く
こ

と
さ

え
ま

ま

な
ら

な
い

。
大

き
な

石
を
抱

き
か

か
え

、
風

の
止
む

の
を
待

つ
が

と
て

も
先

へ
は
進

め
な

い
。
そ

の
間
誰

か
の
ザ
ッ
ク

カ
バ

ー
が

、
宙

に
舞

い
飛
び
去

る
。

 

台
風

時
、

あ
る

い
は
暴

風
警
報

の
出

た
山

行
の
経
験

が
あ

る
が

、
今

回
は

そ
れ

に
も
増

し
て
比
較

に
な

ら
な

い
ほ
ど

風
が
強

い
。
ま

さ
に
暴

風
で

あ
る

。

風
の
一
瞬

の
合
間

を
つ

い
て
小
屋

に
戻

る
。

 

リ
ー
ダ

ー
川

島
さ

ん
の
判
断

で
登

頂
を
断
念

し
下

山
す

る
こ

と
に

な
る

。

私
は
ホ
ッ
ト

安
堵

す
る

。
山

は
逃
げ

な
い

、
ま

た
来

い
と
言

う
こ

と
で

あ
る

。

強
烈

な
風

と
霧

、
熊

野
の

山
で

は
経
験

す
る

こ
と

の
な

い
貴

重
な
体
験

が
出

来
た

。
無
事

こ
れ

名
馬

で
は

な
い

が
、
元
気

で
あ

れ
ば
再
度

の
挑
戦

も
で

き

る
。
何
事

も
な

く
鉾

立
登

山
口

に
戻

っ
た

時
、
リ

ー
ダ

ー
に

は
決
断
力
や

個
々

の
参

加
者

の
能
力

、
体
力

、
技
術

、
精
神
力
等

を
き

ち
ん

と
把
握

し
、

的
確

な
判
断

を
す

る
力
量

が
求

め
ら

れ
る

こ
と

を
改

め
て
認
識

し
た

。
 

早
く
下

山
し

た
の

で
羽
黒

山
に
廻

る
こ

と
と

な
っ

た
。

 

羽
黒

山
は

お
宮

さ
ん

の
関
係

の
秋

の
峰

入
り

が
始

ま
る

ら
し

く
、
白
装
束

行
者
一

行
の

行
列

が
、
法
螺
貝

の
音

を
吹

き
鳴

ら
し

な
が

ら
進
む

の
を
車
窓

か
ら

な
が

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

山
門

か
ら
本
殿

ま
で

は
二
千
四

百
四
十

六
段

の
石
段

を
登

ら
ね
ば

な
ら

な

い
。

樹
齢

三
百

年
か

ら
五

百
年

の
杉

の
巨

樹
が

林
立

し
、
霊

場
と

い
う
感

じ

で
心

が
落

ち
着

く
。
私

は
椎

木
さ

ん
に
修
験

と
煩
悩

に
つ

い
て
伺

う
。「

山
に

入
り
修

行
中

に
は
煩
悩

は
取

り
払
わ

れ
、
修

行
が
終

え
下

界
に
返

る
と
煩
悩

が
現

れ
て

く
る

」
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

 

松
尾
芭
蕉

は
、「
涼

し
さ
や

 
ほ

の
三

日
月
や

 
羽
黒

山
」
と
句

を
詠

ん
で

い
る

。
 

羽
黒

山
は

吉
野

金
峰

山
寺

と
も
縁

が
あ

り
、
南

北
朝

時
代

に
は
協
力
関
係
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に
あ

っ
た
よ

う
だ

。
五

重
塔

を
な

が
め

な
が

ら
木
造
建
築

の
あ

と
、

当
時

の

棟
梁

達
の
技
術
力

の
た

か
さ

、
千

年
を
超

え
て

も
な

お
凛

と
し

て
建

つ
、

木

造
建
築

の
し

な
や

か
さ
や
強
靱

さ
建
築
技
術

の
高

さ
を
感

じ
、

あ
ら

た
め

て

木
の
文
化

を
社
寺
仏
閣

だ
け

で
な

く
、
一
般

の
建
築

に
生

か
す
方
法

を
継
承

せ
ね
ば

と
思

っ
た

。
 

羽
黒

山
は
女
性

に
も
開

か
れ

、
月

山
や

鳥
海

山
の
よ

う
に
女
人
禁
制

で
は

な
か

っ
た

た
め

に
、
幅
広

い
信
仰

が
広

が
っ

た
の

か
も
知

れ
な

い
。

ち
な

み

に
羽
黒

山
を

代
表

す
る

花
は

「
ミ
ヤ

マ
ヨ
メ
ナ

」
で

あ
る

。
 

こ
こ

も
明

治
の
廃
仏
毀
釈

で
、

山
内

に
は

百
十

三
の
堂
宇

が
八
十
五
棟

が

破
壊

さ
れ

た
と

の
事

で
あ

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

月
山

月
山

月
山

月
山

 

月
山
八

合
目
駐
車

場
登

山
口

を
出

発
。
振

り
返

れ
ば
昨

日
の
暴

風
が

ウ
ソ

の
よ

う
に

、
鳥

海
山

は
な

だ
ら

か
な
稜
線

を
広
げ

た
山

頂
を
見
せ

る
。

 

月
山

の
弥
陀
ヶ

原
の
草

原
の
広

さ
は

東
西

２
・
５
㌔
南

北
３
㌔

に
広

が
り

、

な
だ

ら
か

な
草

原
が

山
頂

ま
で
続

く
、

頂
上

ま
で

の
距
離

は
約

５
㌔

。
立

山

の
弥
陀
ヶ

原
に

も
劣

ら
な

い
草

原
で

あ
る

。
登

山
口

は
御

田
原

と
あ

る
か

ら

こ
こ

か
ら

が
神

の
領
域

で
す
よ

、
と

い
う

こ
と

な
の

だ
ろ

う
。
周
辺

に
は

大

小
の
池
糖

が
点
在

し
、
オ
ニ
ヤ
ン

マ
を

は
じ

め
ト
ン
ボ

が
多

く
飛
び
交

っ
て

、

蝶
も
よ

く
見

ら
れ

た
。

 

八
世
紀

の
延
暦

４
年

に
は

、
熊

野
権
現

を
勧
進

し
た

と
山
形
県
史

に
書

か

れ
、

出
羽

三
山

も
熊

野
三

山
を
元

に
し

て
付
け

ら
れ

た
の

か
も
知

れ
な

い
と

ひ
と

り
勝
手

に
想
像

す
る

。
 

こ
の
地

に
は
穴

の
中

に
生
身

を
埋

め
ら

れ
る

成
仏

が
あ

っ
た

ら
し

い
。

信

仰
の
極
致

が
な
ぜ

そ
の
よ

う
な
自
己
虐
待

を
生
む

の
か

、
田

中
澄

江
は
理
解

に
苦

し
む

と
い

う
。

出
羽

三
山

に
は

こ
の
よ

う
な
苦

し
み
へ

の
陶
酔

を
誘

う

妖
気

が
漂

っ
て

い
る

の
か

も
し

れ
な

か
っ

た
。

と
記

し
て

い
る

。
 

チ
シ

マ
ザ
サ

の
中

の
登

山
道

に
は

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
登

山
道

に
侵

入
す

る
チ
シ

マ
ザ
サ

を
刈

り
取

っ
て

い
る
方

も
い

て
、
多

く
の
人
々

の
努
力

に
よ

っ
て

こ
の

信
仰

の
山

も
支

え
ら

れ
て

い
る

こ
と

を
感

じ
る

。
な

だ
ら

か
な
稜

線
に
沿

っ
て
進
む

登
山

道
は

、
山

頂
が

す
ぐ

近
く

に
あ

る
よ

う
に
思

え
る

が
、

一
の
岳

、
こ

こ
が

山
頂

か
と
思

う
オ
モ
ワ
シ

山
、

行
者
返

と
い

く
つ

も
山

頂

が
続

き
、
最
後

の
モ
ッ
ク
ラ
坂

を
登

る
と

月
山

（
１

９
７

９
・

５
ｍ

）
山

頂

だ
っ

た
。

山
頂

の
神
社

で
は

お
祓

い
を

し
て
祈
祷

を
受
け

る
。
勤

行
を

と
い

う
声

も
あ

が
っ

た
が

、
こ

こ
は
神
仏
習

合
で

は
な

く
神

道
で

、
却
下

と
い

う

こ
と

に
な

る
。

お
札

を
い

た
だ

く
人

も
い

た
が

、
私

は
神

に
は
興
味

が
な

く

昼
食

場
所

の
広

場
に
向

か
う

。
 

昼
食
後

、
児

嶋
さ

ん
の
コ

ー
ヒ

ー
を
御
馳
走

に
な

り
、

記
念
写
真

を
撮

っ

て
全
員
無
事
下

山
。

 

因
み

に
月

山
も

深
田

久
弥

の
「

百
名

山
」
、

田
中

澄
江

の
「

花
の

百
名

山
」

で
も

あ
る

。
花

は
「

ウ
ズ
ラ
バ
ハ
ク
サ
ン

チ
ド
リ
（
ラ
ン
科

）
」
で

今
回

は
こ

の
花

に
出
会

う
こ

と
は

な
か

っ
た

。
わ

た
し

は
久
方

ぶ
り

に
で

あ
っ

た
ニ
ッ

コ
ウ
キ

ス
ゲ

の
花

が
印

象
に

残
っ

た
。

 

月
山

か
ら
帰

路
、
バ

ス
が
故
障

す
る

と
い

う
ト
ラ
ブ
ル

も
あ

っ
た

が
、

こ

れ
も
ご
愛
敬

。
大
変
心

に
残

る
思

い
出

と
な

っ
た

。
 

 

蔵
王
山

蔵
王
山

蔵
王
山

蔵
王
山

 

今
回

の
登

山
は

信
仰

の
山

を
巡

る
山

行
で

も
あ

り
、

ま
た

、
熊

野
に
関
連

の
あ

る
修
験

道
と

の
関
わ

り
の

あ
る

山
旅

で
も

あ
る

。
遙

か
な

る
昔

、
熊

野

比
丘
尼
や
修
験

者
達

が
陸
奥

の
果

て
ま

で
も

、
熊

野
か

ら
徒

で
勧
進

を
し

て

こ
の
地

を
巡

っ
た

。
 

「
信
仰

と
は
何

か
？

」「
牛
王
札

」
を

持
ち
熊

野
信
仰

を
説

い
て
廻

り
、
情

報
も
伝

え
た

。
ま

た
、
陸
奥

か
ら

も
熊

野
を
何

回
か
訪

れ
た

記
録

も
残

っ
て

い
る

。
白
装
束

は
死

を
覚
悟

し
て

の
旅

立
ち

で
も

あ
る

。
私

に
は
何

が
そ

こ

ま
で

駆
り

立
て

た
の

で
あ

ろ
う

か
、
信
仰
力

の
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
圧
倒

さ
れ

る
。
 

登
山

口
か

ら
馬

の
背

の
な

だ
ら

か
な
稜
線

に
沿

っ
て
歩

く
。
右
手
眼
下

に

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ

ー
ン

に
輝

く
御
釜

を
眼
下

に
な

が
め

な
が

ら
、
最
後

は
左

に
折

れ
坂

を
登

れ
ば
約

１
時
間

で
山

頂
の
熊

野
岳

（
１

８
４

０
・

３
ｍ

）
で

あ
る

。
山

頂
の
手

前
に
熊

野
神
社

が
あ

り
、
役

行
者

の
石
像
や

金
峰

山
寺
等

の
石
碑

が
並

ぶ
。

山
頂

の
三
角
点

に
手

を
か
ざ

し
、

登
頂

を
祝

い
今
西
錦

司
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流
山

頂
に

か
け

る
万
歳

を
三
唱

す
る

。
 

児
嶋

さ
ん

の
コ

ー
ヒ

ー
や
皆

さ
ん

か
ら

の
差

し
入

れ
の

お
菓

子
で

休
憩

を

し
、
熊

野
神
社

で
椎

木
さ

ん
に

お
願

い
し
勤

行
す

る
。

 

私
は
避
難
小
屋

に
回

り
帰

路
に

つ
く

こ
と

に
す

る
。
避
難
小
屋

の
下

に
盛

り
が
過
ぎ

た
コ

マ
ク
サ

が
あ

っ
た

。
ガ

レ
場

の
女
王
コ

マ
ク
サ

。
こ

の
花

に

会
え

る
と

は
思

っ
て

い
な

か
っ

た
だ
け

に
嬉

し
か

っ
た

。
 

最
後

、
刈

田
岳

（
１

７
６

７
ｍ

）
へ

、
三
角
点

は
神
社

の
そ
ば

に
あ

る
よ

う
だ

が
時
間

の
関
係

で
、
駐
車

場
に
戻

る
。

 

鳥
海

山
こ

そ
頂

上
を
極

め
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
が

、
東

北
の

山
を

堪

能
す

る
こ

と
が

で
き

た
楽

し
い

山
行

で
あ

っ
た

と
同

時
に

、
撤
退

す
る

こ
と

の
勇
気

も
大
切

で
あ

る
と

い
う
貴

重
な
体
験

が
で

き
た

。
修
験

の
山

、
民
衆

が
神

と
あ

が
め

て
き

た
信
仰

の
山

。
登

れ
な

か
っ

た
山

は
、

ま
た
機
会

を
見

つ
け

て
登

れ
ば

い
い

の
だ

ろ
う

。
山

は
動

か
ず
待

っ
て

い
て

く
れ

る
。
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